九州文化学園歯科衛生士学院
平成２８年度第１回学校関係者評価委員会及び教育課程編成委員会報告書


　今年度最初の、学校関係者委員会及び教育課程編成委員会を開催しましたので、以下のとおり報告します。

１．開催日時　　平成２８年６月１０日（金）
　　　　　　　　　18:30～19:50　　学校関係者評価委員会
　　　　　　　　　20:00～20:40    教育課程編成委員会
２．場　　所　　九州文化学園歯科衛生士学院

	３．委　　員　（全員出席）　　　


	委員名
	　　　　所属先
	　　役職名
	　　　備　　　考

	外尾　剛彦
	佐世保市歯科医師会
	副会長
	外尾歯科医院　院長

	松添　裕之
	佐世保市歯科医師会
	常務理事
	松添歯科医院　院長

	山口　方子
	長崎県歯科衛生士会
	副会長
	医療法人真友会 藤井医院歯科衛生士

	柴﨑　政忠
	
	藤原町２組公民館長
	

	中村　太一
	県立佐世保中央高等学校
	副校長
	

	花城　暢一
	長崎短期大学
	保育専攻長
	保育学科准教授

	宮崎　省三
	九州文化学園本部
	人事係長
	


※柴崎委員・宮崎委員は学校関係者評価委員のみ













学校関係者評価委員会報告書
平成２７年度学校関係者評価及び自己評価、平成２８年度学校概要・自己評価内容及び事業計画等を説明後、質疑応答を行った。主な内容について以下のとおりです。

〈Ｈ２７年度本校概要説明関係〉
（委員）学力不足で進級できなかったとのことだが、入学してくる学生の学力が落ちてきているということなのか。
（委員）自分で勉強する習慣がない学生が増えてきている。専門的な事を教える前に基礎的部分の指導が大変なのではないか。
（委員）高校は、歯科衛生士希望者は全員、推薦されているのでしょうか。
【職員回答等】
①学力不足は確かに感じる。特に、漢字についてはそうだが、％の計算などについては小学校のドリルを使って計算練習をさせたりしている。基礎学力は落ちていると感じる。
②入学者は推薦がほとんどで、本校は書類選考と面接だけである。学科試験がないので、コミュニケーション力等を面接でみている。高校を信頼するしかない状況がある。
③学生の中には、保護者から勧められてなんとなく入学してきた者もいる。学力的には、むしろ衛生士になりたいという強い気持ちの学生が頑張っている。
④推薦は評定基準や人物的に推薦に値するかどうかなどを推薦委員会で検討されているのではないか。

（委員）学生自治会はどのような活動をしているのか。また、学生の自治会の捉え方はどうか。
[bookmark: _GoBack]（委員）熊本震災の募金活動は、熊本の歯科衛生士学校と連絡を取ったりしたのか。歯科医師会では、被災地に実際に出向いて活動をしている。歯ブラシを４０００本送ったが、現場にはホテルで使うような歯ブラシが山ほどあった

【職員回答等】
①学生自治会は、学生の自主性を育てるために昨年度立ち上げた。行事の企画などを行っている。また、最近では、熊本の震災の時に、学生から現地で歯ブラシが不足しているとの情報があり役員が学生に呼びかけて歯ブラシを送りたいと立ち上がり、先生方にもお願いしたり自主的に動いてくれた。立ち上げて良かったと思った。
②熊本の学校との連絡は取っていない。学生自治会については、学校での生活面での規則があるが、学生の要望等も聴いている。その中で、役員と職員が話し合い、変えるところは変えながらルールを守りましょうということも出来ている。

（委員）就職の件だが、市内への就職が求人に対して不足しているが、できるだけ市内にという指導はできないのか。他県の大きな歯科医院には事務長がいて、求人募集ができるが一般の開業医ではなかなかできない。そうなると、地元の歯科医院はなかなか厳しい。どうにかならないか。
【職員回答等】
①学校としても、歯科医師会と情報交換をしながら、ご要望に沿うよう取り組んでいきたい。
＜Ｈ２８年度事業計画関係＞
【職員からの補足説明】
・国家試験対策については、１００％の合格を目指して、今年度は例年より早く補習を始めている。特に、基礎的な分野を早めに暗記させるようにしている。
・新規の長崎大学実習については、今年度は希望者９名が１１月に３日間実施の予定。２年後には８月に実施出来るようにしたい。今後に繋がる充実した実習が行えるようにしたい。
・医療事務は全員合格したが、卒業生からは「医療事務の資格を取って於いて良かった」という声を聞く。
・本校の情報発信を強化するため、学校紹介ＤＶＤを作成している。必要に応じて高校に配布したいと考えている。
・職員の指導力を向上させるためセミナー研修等への積極的な参加を勧めている。
・施設設備の充実を図るため、「マナボット」「車椅子」「机・椅子の大学使用分の再利用」の整備を行う。
・生徒数の減少に対応するため、歯科医院からの紹介制度や島原半島や五島地区の学生募集にも力を入れていきたい。

（委員）学校の指定寮はないのか。また、長崎市での学生募集は行っているのか。
【職員回答等】
①九文が斡旋している寮はあるが、規則が厳しいところもありアルバイトが出来なかったりする。今年の入学生は学校指定業者のアパートに入居した。長崎市での学生募集（高校訪問）は行っていない。大村・諫早地区が長崎歯科衛生士専門学校との競合地区となる。

〈Ｈ２８年度自己評価関連〉
（委員）本校は普段から頑張っておられるのは知っている。評価等を通して、悪いところも知りたい。また、その対処をどのようにしたかも教えてほしい。　
【職員回答等】
①学生評価の中で、４段階評価の２や１が多い項目が指導や対応が足りないと考えている。
その中に、学生の悩みへの対応がある。本校には専門のカウンセラー職員がいないため、内容によっては十分な対応ができないケースがあるようだ。ただ、親身になって対応はしてもらっているとは感じているようなので、職員も研修等を受けながら対応していきたい。今後の課題でもある。

〈平成２７年度財務報告〉
（職員説明）
・平成２７年度は定員をほぼ満たしており、ここ数年は同じような状況があり安定している。私学は良い教育をするだけでなく、良い経営をしなければならないと考えている。
（委員）補助金はどのようになっているのか。
【職員回答等】
①専門学校はほとんど補助金はない。大学・短大・高校は補助金が出る。今後は、本校も国が勧めている（仮称）「職業実践専門（短期）大学校」を視野に入れ、大学との連携を取っていくことになる。

〈その他〉
（委員）卒業して就職し結婚・出産するとＤＨを辞める人が多い。卒業生を学校側がフォローするのは難しいと思うが、なるべく辞めないで続けられるように出来たらいいですね。免許を持っていてＤＨをしないのは残念ですね。
（委員）今の件で、学校としてのネットワークとかはないのか。
〈委員〉同窓会とかの活用はどうですか。
【職員回答等】
①全国の歯科医師会が復職支援に力を入れていると聞いていますので、本校も関わっていきたいと考えている。
②昨年、同窓会を開催したが、その時にアンケートを実施した。２～３名が再就職を希望していたので連絡したが、「今はできない」という返事だった。本校では、再就職者に対しての実習支援も行っているので、子育てが終わって再就職しやすい環境づくりに学校としても協力していきたい。

〈閉会〉
（校長）来年２月に第２回学校関係者評価委員会に開催し、今年度の自己評価や事業報告をもとに、今年度の評価をお願いすることになるので、よろしくお願いしたい。





教育課程編成委員会報告書
〔資料〕Ｈ２８年度教育課程一覧・平成２８年度シラバス
（委員）合格が決まって、入学までにドリルがあればいいのではないか。私の子供も大学入学までの課題等があったが。
（意見）推薦が決まると、勉強をしなくなる学生が多いと思うが、高校では入学前の基礎力をアップするための課題等があるが。
（委員）短大では業者と提携して事前に課題を出している。単位化はされていないが、キャリア支援講座（外部講師）を今年度から開始した。
【職員回答等】
①３次入試で入学してくる学生には難しいが、具体的な提言をいただきありがたい。参考にしたい。学力向上は国家試験対策としても必要なので、入学前の対策として対応していきたい。
　
（意見）１８歳選挙権について、高校では政治的教養として選挙啓発を行っているが本校でも必要かと思う。市に申し込むと高校生向けの講座を行ってくれる。
【職員回答等】
①歯科医院を退職する際にメールで送るなどがあり、本校ではハローワークから来ていただき「就職マナー講座」を実施したことがあり、選挙についても関係機関にお願いすることにしたい。

（委員）車で通学している学生について、学校ではどのような管理をしているのか。誓約書や保険加入など学内ルールがあったほうが良いのではないか。
（委員）車の免許証のコピーやＤＨ免許も必要だと思う。
【職員回答等】
①車通学の学生の事故は時々起こっている。事故が起きた場合の対応方法等、ルールはできている。その都度、交通事故について注意を行っている。
②結婚してから衛生士免許の変更をしていない人が多い。結婚して半年以内となっているので指導をしたい。

（委員）デンタルエステとはどのような内容なのか。また、学校でそのような事まで教えないといけないのか。その必要性が理解できない。
（委員）この授業は学生も興味があり熱心に聞いている。
【職員回答等】
①オイルを使用して口輪筋などをマッサージを行う。デコルテのところまで行うようにしている。また、このような分野もあるというオプション授業として行っている。
②興味を持たせるという意味では、本校卒業生がＤＨの色々な分野で活躍しており、在校生にＤＨとしての目標を持たせるためにも卒業生講話等を実施している。

〈閉会〉
（校長）貴重なご意見を、今後の教育課程等の編成・企画に、これまで同様活かしていきたいと考えている。

